
宿泊施設における外国人材の受入れ状況に関する
実態調査 概要



調査内容、調査方法

【調査内容】
○宿泊分野の特定技能外国人材の確保促進に資する施策の検討を行うため、下記の内容等の把握を行う
・宿泊施設における外国人材受入れの実態
・宿泊施設の宿泊分野特定技能外国人の雇用意欲
・宿泊分野特定技能試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲

【調査方法】
○宿泊事業者、現在宿泊業で働いている外国人従業員、宿泊分野特定技能評価試験合格者に対するWEB調査

回収数使用言語調査手法調査時期調査対象

366日本語
WEB調査
（宿泊関係団体より調査URLを展開）2025年2月5日～2月24日宿泊事業者

98やさしい日本語、英語
WEB調査
（宿泊関係団体より調査URLを展開）2025年2月5日～2月24日宿泊施設で働く外国人従業員

963やさしい日本語、英語
WEB調査
（宿泊業技能試験センターより調査
URLを展開）

2025年2月27日～3月3日宿泊分野特定技能評価試験の
合格者
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調査結果概要

○外国人材は人手不足の宿泊施設に貢献

○特定技能外国人の雇用促進のために手続き面の周知等が効果的

○特定技能試験合格者に対する求人情報の周知が必要
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回答者の属性

○宿泊事業者について、種別は「旅館」（51.4％）、規模別は「10～30部屋」（29％）が最多。
○外国人従業員について、在留資格は「技術・人文知識・国際業務」（46.9％）が最多。
「特定技能 （宿泊）」は14.3％、「特定技能（外食）」は11.2％であった。

○試験合格者については、回答者が特定技能試験（宿泊）を受験した国は、「日本」が最多（41.7％）、
次が「ミャンマー」（31.7％）であった。また、試験に合格した年については「2024年」（69.5%）が最多。

宿泊事業者 外国人従業員 試験の合格者

51.4 25.7 19.7 3.3

0% 50% 100%

旅館
ビジネスホテル
シティホテル・リゾートホテル
その他

7.7 29.0 13.1 23.2 16.1 10.9

0% 50% 100%

1～9部屋 10～30部屋
31～49部屋 50～99部屋
100～199部屋 200部屋以上

N=366 N=98 N=963

種別

規模別

46.9 14.3 11.2 

3.1 

2.0 

8.2 

1.0 

2.0 

6.1 
5.1 

0% 50% 100%

技術・人文知識・国際業務
特定技能（宿泊）
特定技能（外食）
特定技能（その他）
特定活動
技能実習
留学生（資格外活動）
留学生以外の資格外活動
身分に基づく在留資格
そのた・わからない

在留資格

41.7 

3.8 

9.8 

4.3 

6.3 

1.0 

31.7 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日本 インド
インドネシア ネパール
フィリピン スリランカ
ミャンマー ベトナム

12.1 69.5 
8.4 

2.8 
2.4 

1.9 
1.5 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2025年 2024年

2023年 2022年

2021年 2020年

2019年 おぼえていない

受験国

合格年
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宿泊施設における外国人材受入れの実態①

○外国人材を雇用した経験がない施設も一定程度存在するものの、技術･人文･国際業務をはじめとした在留資格の外国人
材が人手不足・外国語対応を目的として雇用されており、雇用した外国人材の日本語能力に課題はあるものの、就業パフォー
マンスに対する満足度は比較的高い状況。

宿泊施設における外国人の雇用状況：

・宿泊施設における外国人材雇用については、「特定技能外国人以外の外国人材を雇用している」という回答が最多

であった（旅館：30.9%、ビジネスホテル：30.9%、シティホテル・リゾートホテル：43.1%）。

・過去一度も外国人を雇用したことがないという回答は、シティホテル･リゾートホテルでは12.5％と低かったが、ビジネ

スホテルは39.4％、旅館は32.4％と比較的高い結果であった。

21.3

14.9

31.9

0.0

30.9

30.9

43.1

16.7

15.4

14.9

12.5

0.0

32.4

39.4

12.5

83.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅館 [N=188]

ビジネスホテル [N=94]

シティホテル・リゾートホテル

[N=72]

その他 [N=12]

現在外国人を雇用しており、かつ特定技能外国人も雇用している

現在外国人を雇用しているが、特定技能外国人は雇用していない

現在外国人は雇用していないが、過去に外国人（特定技能含む）を雇用したことがある

過去を含め、一度も外国人を雇用したことがない
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宿泊施設における外国人材受入れの実態②

雇用している外国人の在留資格、外国人の雇用理由：

・外国人を雇用している宿泊施設について、現在雇用している外国人の在留資格は、「技術・人文知識・国際業務」

（66.5%）が最多であった。「特定技能（宿泊）」は24.4％、「特定技能（外食）」は13.7％の施設で雇用しているとの回答で

あった。

・現在または過去に外国人を雇用したことがある宿泊施設の、外国人の雇用理由は、「人手不足対策」（73.1%）が最多

であり、次いで、「外国語対応の必要性向上」（63.1%）が続いた。

66.5

24.4

13.7

1.0

6.6

14.7

15.2

29.9

15.7

0% 50% 100%

技術・人文知識・国際業務

特定技能（宿泊）

特定技能（外食）

特定技能（その他）

特定活動

技能実習

資格外活動（留学等）

身分に基づく在留資格（永住者等）

その他
[N=197]

73.1

63.1

9.6

5.6

3.6

11.2

0% 50% 100%

日本人の雇用だけでは人手不足に陥る

宿泊客の多様化による外国語対応の必要性向上

外国語以外の専門的知見の獲得（風習・文化、宗教、

ハラル、嗜好等）

SDGs対応（社会的要請）

口コミ等で、外国人の働きぶりに関する好評を聞い

た

その他（自由記述）
[N=249]

宿泊施設で現在雇用している外国人の在留資格 宿泊施設で外国人を雇用した理由

※複数回答 ※複数回答
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宿泊施設における外国人材受入れの実態③

宿泊施設で雇用した外国人に対する印象（就業パフォーマンスの評価） ：

・現在または過去に外国人を雇用したことがある宿泊施設に、外国人に対する印象（就業パフォーマンスの評価）を質

問したところ、「就業態度」（71.1%）や「接客姿勢」（56.6％）等についての肯定的な意見が目立った。

・一方、「技能の習得不足」（16.1%）や「日本の文化・風習・就労スタイルへの不整合」（15.3%）等といった否定的な意見

は比較的少なかったものの、「違和感のない日本語を話せていない」ことについては38.2％と、高めの割合となった。な

お、外国人従業員の働くうえで感じている課題については、給料が少ないという意見が最多であったが、「日本語の学

習支援」が19.4％と比較的高く、宿泊施設･外国人従業員両者にとって、日本語は課題となっている状況。

71.1

10.8

56.6

8.4

51.0

16.1

51.0

14.5

49.4

10.8

45.4

38.2

29.3

10.8

26.1

15.3

6.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就業態度（真面目さ、誠実さ、必死さ等）に好感が持てる

就業態度（真面目さ、誠実さ、必死さ等）に好感が持てない

接客姿勢（笑顔、おもてなし等）に好感が持てる

接客姿勢（笑顔、おもてなし等）に好感が持てない

宿泊人材として通常保有すべき技能が習得できている

宿泊人材として通常保有すべき技能が習得できていない

継続的な就業意向がある

継続的な就業意向がない

既存の日本人従業員とコミュニケーション等で軋轢がない

既存の日本人従業員とコミュニケーション等で軋轢がある

違和感のない日本語を話せている

違和感のない日本語を話せていない

専門的知見（言語、風習・文化、嗜好等）がある

専門的知見（言語、風習・文化、嗜好等）がない

日本の文化・風習、就労スタイルに合う

日本の文化・風習、就労スタイルに合わない

その他 [N=249]

※複数回答

宿泊施設で雇用した外国人に対する印象

42.9

19.4

15.3

11.2

11.2

11.2

9.2

7.1

7.1

7.1

6.1

5.1

5.1

2.0

2.0

18.4

0% 50%

給料がすくない

にほんごのべんきょうをたすけてほしい

はたらくじかん（シフト）がバラバラなこと

やすみがとりにくい

せんぱいからの指示がわからない

どうしたら給料があがるのかわからない

はたらくじかんがながい

はたらくじかんがみじかい

やりたいしごとができない

おきゃくさんとのコミュニケーションがむずかしい

上司やいっしょにはたらくひととのコミュニケーションがむずかしい

なやみをそうだんできるひとがいない

せいかつのこまりごとをたすけてほしい

いえからとおい

そのた

とくにない
[N=98]

※複数回答

外国人従業員が働くうえで感じている課題
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宿泊施設の宿泊分野特定技能外国人の雇用意欲①

○外国人材の在留許可手続きや生活支援等に課題はあるが、現在特定技能（宿泊）を雇用している施設の、特定技能
（宿泊）の雇用意欲は高く、手続き面の周知や、好事例の共有等が雇用を後押しする可能性がある。
なお、外国人材を雇用したい・さらに増やしたい施設は比較的多く存在（74％(271施設/366施設））しており、制度や外
国語対応等の利点を周知することが外国人材の雇用を促進すると考えられる。 一方、日本人の雇用で十分である等の理由
で、外国人材を必要としない施設も存在（26％（95施設/366施設））している。
宿泊施設が外国人/特定技能外国人を雇用する際の課題：

・現在または過去に外国人を雇用したことがある宿泊施設について、外国人を雇用する際の課題は、「在留資格許可
申請への対応」（32.5%）や「言語の通じづらさ」（32.5%）が最多であった。
･また、特定技能人材を雇用する際の課題については、「特定技能に関する認知不足」（23.7%）が最多であり、「生活の
支援」、「入国までの経済的負担」、「募集方法が不明」といった課題に対する回答については、外国人全体の雇用課題
に比べてわずかに多かった。

32.5
32.5
31.7

25.7
24.1

21.3
20.1
19.3
18.1

12.4
10.8
10.4

7.2
6.8

4.8
2.4

10.0

0% 50% 100%

就労ビザ等、日本の在留資格許可申請への対応が困難

言語が通じにくいため指示伝達等が難しく、業務遂行に支障あり

将来的な帰国意思等、長期での就労意思が低い（転職・退職のリスクが高い）

宿泊業が求める人材像や自社旅館・ホテルの特徴を理解してもらうのが難しい

外国人従業員向け業務マニュアルや研修制度の整備・実施が難しい

住居の手配等、生活の支援が難しい

既存の日本人従業員や上司とコミュニケーションや考え方の相違等で軋轢がある

日本語習得の支援が難しい

入国までの経済的負担等、金銭的支援が難しい

人事評価制度やキャリアマップの整備が難しい

宿泊人材として通常保有すべき技能が習得できておらず、業務に支障あり

宿泊業の専門知見習得の支援が難しい

宗教上の理由等から日本の文化・風習、就労スタイルに合わない

募集方法が不明

処遇や人事管理の方法が不明

募集を行うものの応募なし

その他

[N=249]

宿泊施設が外国人を雇用する際の課題

※複数回答

宿泊施設が特定技能外国人を雇用する際の課題

※複数回答

23.7
22.5

20.1
19.7
19.3
19.3

17.3
16.9
16.9
15.7

9.2
8.8
8.0
7.6
7.2

2.8
2.0
1.6

9.2

0% 50%

特定技能のことはわからない（雇用しようと思ったことがない等）

住居の手配等、生活の支援が難しい

在留期間（5年）が短い

言語が通じにくいため指示伝達等が難しく、業務遂行に支障あり

就労ビザ等、日本の在留資格許可申請への対応が困難

入国までの経済的負担等、金銭的支援が難しい

日本語習得の支援が難しい

宿泊業が求める人材像や自社旅館・ホテルの特徴を理解してもらうのが難しい

将来的な帰国意思等、長期での就労意思が低い（転職・退職のリスクが高い）

外国人従業員向け業務マニュアルや研修制度の整備・実施が難しい

宿泊人材として通常保有すべき技能が習得できておらず、業務に支障あり

宿泊業の専門知見習得の支援が難しい

既存の日本人従業員や上司とコミュニケーションや考え方の相違等で軋轢がある

人事評価制度やキャリアマップの整備が難しい

募集方法が不明

処遇や人事管理の方法が不明

募集を行うものの応募なし

宗教上の理由等から日本の文化・風習、就労スタイルに合わない

その他

[N=249]
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宿泊施設の宿泊分野特定技能外国人の雇用意欲②

今後新たに雇用したい外国人の在留資格：

・外国人を雇用する意向のある宿泊施設に、今後新たに雇用を希望する在留資格を質問したところ、「特定技能（宿
泊）」（55.0%）が最多となり、次いで、「技術・人文知識・国際業務」（42.1%）が続いた。
･また、現在雇用している外国人の在留資格と今後新たに雇用したい外国人の在留資格との関係性については、現在
雇用している在留資格を追加で雇用したい施設の割合が大きかった。

今後新たに雇用したい外国人の在留資格

※複数回答

58.8

33.3

45.8

70.8

31.3

43.8

4.6

4.2

1.5

2.1

5.3

6.3

6.1

2.1

25.2

22.9

3.1

0.0

9.9

8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

技術・人文知識・国際業務 [N=131]

特定技能（宿泊） [N=48]

技術・人文知識・国際業務 特定技能（宿泊）

特定技能（外食） 特定技能（その他）

特定活動 技能実習

資格外活動（留学等） 身分に基づく在留資格（永住者等）

その他 新たに外国人の雇用予定はない

42.1

55.0

29.2

4.1

1.8

6.3

7.4

24.0

3.0

12.5

0% 100%

技術・人文知識・国際業務

特定技能（宿泊）

特定技能（外食）

特定技能（その他）

特定活動

技能実習

資格外活動（留学等）

身分に基づく在留資格（永住者等）

その他

新たに外国人の雇用予定はない [N=271]

現在雇用している在留資格別の今後新たに雇用したい外国人の在留資格

※複数回答

今
後
新
た
に
雇
用
し
た
い

在
留
資
格

現
在
雇
用
し
て
い
る
在
留
資
格
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46.7

31.7

25.0

18.3

21.7

0% 50%

外国人の雇用ニーズは強くない（可能であれば雇用したい程度）

募集にかける時間や人員の余裕なし

外国人を採用する際の手続きが不明

外国人を募集する方法が不明

その他 [N=60]

45.3

21.1

20.0

18.9

16.8

15.8

13.7

11.6

8.4

14.7

0% 50%

日本人の雇用で充足している

文化や風習の違いにより業務上支障あり

言語が通じず業務上支障あり

増員に充てる資金に余裕がない

既存の日本人従業員とのコミュニケーション等で軋轢を懸念

特に理由は無い（現状はそもそも追加での雇用ニーズが無い）

日本人よりも教育に労力が必要

宿泊客のニーズとして、日本人による接客希望がある

過去に雇用したがパフォーマンス等が思わしくなかった

その他

[N=95]

宿泊施設の宿泊分野特定技能外国人の雇用意欲③

外国人を雇用しない理由：

・現在、または過去一度も外国人を雇用していない宿泊施設について、外国人を雇用していない理由は、「雇用するつ
もりがない」（56.2%）が最多となり、次いで、「雇用したいが行動を起こせていない」（35.5%）が続いた。
･外国人を雇用する意向がない宿泊施設について、外国人を雇用したいと思わない理由は、「日本人の雇用で充足して
いる」（45.3%）が最多となった。
･また、外国人を雇用したいが行動を起こせていない宿泊施設については、「外国人の雇用ニーズは強くない」（46.7%）
が最多となり、次いで「募集にかける時間や人員の余裕がない」（31.7%）が続いた。

外国人を雇用していない理由

※複数回答

※複数回答

35.5 8.3 56.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=169]

雇用したいが行動を起こせていない

雇用に向けて行動を起こしたが採用できず

雇用するつもりはない

外国人を雇用したいと思わない理由

外国人を雇用するための行動を起こせていない理由
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宿泊分野特定技能試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲①

○宿泊分野特定技能評価試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲は高く、日本語学校や送り出し機関を通じて、試験
合格者に求人情報を効果的に周知する方法等、外国人材を求める施設と合格者を結びつける方策が必要。

試験合格者の現在の仕事：

・ 宿泊分野特定技能評価試験合格者の現在の仕事（現在の在留資格等）について質問したところ、最も多いのは
「自分の国で働いている」（23.4％）であり、特定技能（宿泊）で働いているのは17.0％であった。

9.0 6.2 17.0 4.3 5.1 4.0 

1.1 

23.4 9.3 
0.9 

0.6 
8.0 10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=963]

日本で技能実習 日本で留学生

特定技能の宿泊 特定技能の外食

宿泊や外食とはべつの特定技能 技術・人文知識・国際業務：技人国

技人国・技能実習・特定技能とはべつの在留資格 じぶんの国ではたらいている

じぶんの国で学校にいっている 日本やじぶんの国とはべつの国ではたらいている

日本やじぶんの国とはべつの国で学校にいっている 学校もいっていないし、はたらいていない

そのた
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宿泊分野特定技能試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲②

特定技能資格で日本の宿泊業で働いていない理由：

・現在の仕事として「特定技能の宿泊」を選択しなかった回答者の、特定技能資格で日本の宿泊業で働いていない理
由は、「試験に合格したばかりで仕事を探し始めた」状況の者が37.7％で最も多く、「日本のホテル・旅館の仕事が見
つからない」が23.3％、「採用面接を受けたが断られた」が9.1％であり、就業意欲があるものの、就職先が見つかって
いない試験合格者が多数いる状況。

37.7 23.3 2.3 
0.9 

9.1 3.0 
3.4 

0.6 
5.9 13.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[N=799]

テストに合格したばかり（しごとを、さがしはじめた）

日本のホテル・旅館のしごとが、なかなかみつからない

ホテル・旅館とはちがうしごとがいい

ホテル・旅館のしごとは、はたらくじょうけんがわるい

日本のホテル・旅館の面接をうけたが、だめだった

まだ学校にいきたいから

日本にいけなかったから

日本ではない国のしごとがいい

いま、日本でほかの在留資格（技人国など）で、ホテル・旅館のしごとをしている

そのた
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60.7

57.3

56.1

15.0

13.9

13.8

10.1

7.0

4.9

3.8

2.8

2.8

3.8

0% 50% 100%

ホテルではたらくためのスキルをべんきょうしたかった

日本のおもてなしをべんきょうしたかった

ホテルのしごとをやってみたかった

日本ではたらくための在留資格がほしかった

インターネットでみつけて、いいなとおもった

日本のホテル・旅館ではたらくひとたちが、いいひとだった

おかねがたくさんもらえる

日本語学校でホテルのしごとをおしえてもらった

まわりのひとにホテルのしごとがいいといわれた

からだがきつくないとおもった

まわりのひとがホテルではたらいていた

しごとを紹介するイベントでしって、いいなとおもった

そのた [N=963]

宿泊分野特定技能試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲③

試験合格者の宿泊業選択理由/宿泊施設で働く外国人の将来展望：

・試験合格者が宿泊業を選んだ理由は、 「ホテルで働くためのスキルを勉強したかった」（60.7％） が最多、
次いで、「日本のおもてなしを勉強したかった」（57.3％）、「ホテルの仕事をやってみたかった」（56.1％）、とな
り、宿泊業への高い就職意欲がうかがえる。
・なお、現在日本の宿泊施設で働く外国人材の将来展望については、「現在の勤務先で昇格・昇給したい」と
いう回答が50.0％と最多であり、宿泊業で働く外国人材の現在の職場での就業意欲は高い状況。

50.0

12.2

8.2

7.1

4.1

3.1

3.1

2.0

1.0

0.0

9.2

0% 50%

いまのホテル・旅館でえらくなって、給料をあげたい

わからない

日本で、ちがうしごと（せんたくしにはない）をしたい

日本で、ちがうホテル・旅館ではたらきたい

くににかえって、ホテル・旅館ではたらきたい

日本で、ちがうしごと（介護）をしたい

日本で、ちがうしごと（飲食業）をしたい

日本で、ちがうしごと（製造業）をしたい

くににかえって、ちがうしごとではたらきたい

日本ではないがいこくで、はたらきたい

そのた
[N=98]

試験合格者が宿泊業を選んだ理由 外国人従業員の将来展望

※複数回答
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49.0

30.6

28.6

25.5

15.3

13.3

9.2

0.0

1.0

0% 50% 100%

学校やおくりだし機関

インターネットけんさく

てんしょくエージェント

きゅうじんサイト（はたらくひとをぼしゅうをす

るウェブサイト）

まわりのひとのかんがえ

SNS（X、Facebookなど）

SNSでつながった、こじんの（ひとりでしごと

をしている）エージェント

しらべかたがよくわからなかった

そのた
[N=98]

宿泊分野特定技能試験合格者の日本の宿泊施設への就職意欲④

求職時に参考にした情報ルート：

・ 外国人従業員が求職の際に参考にした情報源は「学校・送り出し機関」が49.0%と最多であった。一方、試
験合格者が就職先を探す際に参考にしている情報源は、「インターネット検索」が44.0%で最多であり、「SNS」
が39.4％、「学校・送り出し機関」が37.8％となっており、両者の回答には差がある状況。

44.0

39.4

37.8

32.5

24.0

19.2

12.3

5.1

1.9

0% 50%

インターネット

SNS（Facebook、Youtube、

Instagram、WeChat など)

学校、テストのべんきょうをするところ

しごとを紹介する会社

きゅうじんサイト（はたらくひとをぼしゅうをす

るウェブサイト）

ともだち、しりあいから

SNSでしりあった、しごとを紹介する人

しらべかたがよくわからなかった

そのた [N=963]

※複数回答 ※複数回答

外国人従業員 試験合格者
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